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エ
コ
ロ
ジ
ー
を
哲
学
す
る
者

エ

ゾ

フ

（
か
の
φω

。1
5）

と
し
て
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

マ
リ
ア
・
テ
レ
サ
・
ア
ル
ベ
ス

としてのアーテイス卜

富
山
門
訂
吋
F
2
m
N
m
w
〉
］
〈

m
m

一
九
六
一
年
ブ
ラ
ジ
ル
生
ま
れ
）

マ
リ
ア
・
テ
レ
サ
・
ア
ル
ベ
ス
の
芸
術
は
、

エ
コ
ロ
ジ
ー
的
思
想
に
基
づ
い

て
い
る
。

ア
ル
ベ
ス
は
、
種
の
多
様
性
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
均
衡
の
ダ
イ

ナ
ミ
ズ
ム
を
通
し
て
、

エ
コ
シ
ス
テ
ム
に
取
り
組
む
。
彼
女
は
、
ま
ず
特
定
の

人
間
と
領
土
の
風
景
に
参
入
す
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
調
査
方
法
を
実
施
す

る
。
考
古
学
の
諸
方
法
が
、

マ
リ
ア
・
テ
レ
サ
・
ア
ル
ベ
ス
の
《
変
化
す
る
種
》

や
《
目
覚
め
》
と
い
っ
た
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
適
用
さ
れ
る
。
そ
う
し
た

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
旅
行
者
の
衣
服
に
付
着
し
て
移
動
す
る
植
物
や
、
商
船
か

ら
降
ろ
さ
れ
る
パ
ラ
ス
ト
を
通
し
て
、

グ
ロ

l
パ
リ
ゼ

l
シ
ヨ
ン
の
隠
さ
れ
た

地
図
を
明
る
み
に
出
す
の
で
あ
る
。

マ
リ
ア
・
テ
レ
サ
・
ア
ル
ベ
ス
は
、
科
学

者
の
傍
ら
で
探
求
し
な
が
ら
、
感
性
的
知
と
認
識
的
知
の
結
合
か
ら
生
じ
る
生

の
思
想
を
発
展
さ
せ
る
芸
術
活
動
の
可
能
性
を
主
張
し
て
い
る
c
そ
れ
は
、
フ
エ

コ

パ
ス
カ
ル

・
ボ

l
ス

［訳］

河
本
真
理

リ
ッ
ク
ス
・
ガ
タ
リ
が
、
環
境
と
社
会
的
諸
関
係
と
人
間
的
主
観
性
と
い
う
三

つ
の
エ
コ
ロ
ジ
ー
的
な
領
域
の
倫
理
的
政
治
的
節
合
を
考
察
し
た
意
味
に
お

け
る
エ
コ
ゾ
フ
ィ

l
（

R
C
出。U
E
z
－
－
す
な
わ
ち
「
環
境
生
態
的
哲
学
」

と
言
え
る
だ
ろ
う
。
彼
女
に
と
っ
て
重
要
な
の
は
、
生
の
形
態
の
特
異
化
の
プ
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ロ
セ
ス
を
把
握
す
る
こ
と
で
あ
る
。

マ
リ
ア
・
テ
レ
サ
・
ア
ル
ベ
ス
は
、
権
力

と
領
土
化
の
指
令
を
逃
れ
る
、
多
様
性
の
詩
学
を
明
ら
か
に
す
る
の
だ
。

植
物
の
移
動
は
、
そ
れ
と
は
対
照
的
な
人
間
の
移
動
を
反
映
し
た
グ
ロ

l
パ

リ
ゼ

l
シ
ヨ
ン
の
歴
史
に
結
び
つ
い
て
い
る
。
植
物
の
市
場
は
、
先
進
国
と
発

展
途
上
国
が
交
差
す
る
場
l
境
界
の
一
つ
で
あ
る
。
《
ド
イ
ツ
の
パ
ラ
の
色
は
何

色
？
》
は
、
こ
の
搾
取
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
を
説
明
す
る
。
教
育
的
プ
ロ
グ
ラ
ム

と
商
業
的
実
演
が
組
み
合
わ
さ
れ
た
、
甘
美
な
音
と
色
彩
の
ヴ
イ
デ
オ
の
画
面

で
、
若
い
女
性
が
花
や
果
物
や
野
菜
を
次
々
に
見
せ
て
い
く
一
方
で
、
男
性
の

副
音
声
が
こ
れ
ら
の
作
物
の
原
産
地
を
示
す
。
こ
う
し
て
、
あ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
都
市
に
お
い
て

H
常
の
消
費
財
が
ど
こ
か
ら
手
に
入
る
の
か
と
い
う
こ
と
か
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ら
、
世
界
貿
易
の
地
理
が
作
り
上
げ
ら
れ
る
の
だ
。

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の

陳
列
棚
か
ら
静
物
画
の
よ
う
に
積
み
上
げ
ら
れ
た
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
に
至
る
ま
で
、

資
本
主
義
に
よ
っ
て
作
り
出
さ
れ
た
消
費
の
饗
宴
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
地
球

の
表
面
に
は
り
め
ぐ
ら
さ
れ
た
、
そ
う
し
た
日
常
の
輸
送
が
も
た
ら
す
エ
コ
ロ

ジ
I
的
な
結
果
な
ど
は
問
題
に
さ
れ
な
い
。

《
野
原
を
抜
け
て
森
の
中
に
》
と
い
う
彫
刻
は
、
鉄
細
工
の
面
か
ら
言
え
ば
、

い
わ
ゆ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
植
物
に
似
て
い
る
が
、
も
ち
ろ
ん
全
て
で
は
な
い
。

「
こ
の
作
品
は
、

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
線
状
の
も
の
と
考
え
る

『
周
知
の
』

歴
史
の
倣
慢
に
対
す
る
『
障
壁
』

の
よ
う
な
も
の
な
の
で
す
」
と
マ
リ
ア
・
テ

レ
サ
・
ア
ル
ベ
ス
は
言
、
っ
。
こ
の
存
立
平
面
（
主
山
口
巳
巾
円
。
ロ
丘
三
回
口
門
町
）
に
、

現
地
の
風
景
と
思
わ
れ
る
も
の
の
、
実
は
別
の
文
化
か
ら
移
入
さ
れ
た
風
景
を

構
成
す
る
植
物
の
表
象
が
集
め
ら
れ
て
く
る
。
文
化
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を

定
義
す
る
際
に
通
常
認
め
ら
れ
て
い
る
観
念
を
間
い
直
す
こ
と
が
、

マ
リ
ア

テ
レ
サ
・
ア
ル
ベ
ス
に
よ
っ
て
構
築
さ
れ
る
変
わ
ら
ぬ
批
判
軸
の
一
つ
で
あ
る
。

二
つ
の
世
界
の
聞
の
扉
に
絡
み
つ
く
植
物
の
鋭
い
せ
は
、
現
状
に
お
い
て
人
間

の
自
由
な
移
動
の
権
利
に
課
せ
ら
れ
た
制
限
を
問
う
て
い
る
。
植
物
は
著
し
く

移
動
す
る
の
で
、
世
界
を
「
地
球
庭
園
」
に
す
る
ほ
ど
だ
が
、
人
聞
は
そ
の
出

自
に
よ
っ
て
同
様
な
移
動
の
自
由
を
奪
わ
れ
て
い
る
。

植
民
地
主
義
的
構
造
を
批
判
す
る
意
思
が
、

マ
リ
ア
・
テ
レ
サ
・
ア
ル
ベ
ス

の
探
求
の
基
盤
に
あ
る
。
彼
女
は
、
文
化
人
類
学
的
な
調
査
方
法
を
用
い
、
そ

れ
を
代
わ
り
に
西
洋
文
化
に
適
用
す
る
。
こ
う
し
て
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
自
民
族

中
心
主
義
が
い
ま
な
お
根
強
い
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
の
だ
。
《
ヨ

l
ロ
ツ

パ
人
の
中
の
男
性
の
展
示
》
と
い
う
ヴ
イ
デ
オ
の
た
め
に
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
・
ア

メ
リ
カ
ン
の
女
性
の
文
化
人
類
学
者
が
、
迷
信
か
ら
自
分
の
皐
丸
に
触
る
と
い

う
日
常
の
儀
礼
と
信
仰
に
つ
い
て
イ
タ
リ
ア
人
男
性
に
質
問
し
て
い
る
。
こ
の

文
化
人
類
学
者
の
礼
儀
正
し
い
好
奇
心
は
、
支
配
的
な
文
化
が
「
他
者
」
と
見

な
し
て
き
た
民
族
に
対
す
る
見
下
し
た
視
線
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
。
こ
の
反
転

の
法
則
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
皮
肉
な
鏡
像
の
よ
う
な
効
果
は
、

ア
ー
ル
・
グ
リ
ッ
サ
ン
が
促
す
よ
う
に
、
「
そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
同
意
さ

エ
ド
ウ

れ
た
複
数
性
の
変
化
」
に
身
を
投
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の

理
解
の
拡
大
に
訴
え
る
。
「
全
ー
世
界
」
（
叶
。

EE冨
g
p）
の
思
想
家
で
あ
る
グ

リ
ッ
サ
ン
が
私
た
ち
に
教
え
る
の
は
、
「
他
者
は
敵
で
は
な
い
、
異
な
る
も
の
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が
私
を
侵
食
す
る
の
で
は
な
く
、
も
し
異
な
る
も
の
と
接
触
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
私
が
変
わ
る
と
し
て
も
、
私
が
異
な
る
も
の
の
中
に
溶
解
し
て
し
ま
う
わ
け

で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
、
人
間
に
少
し
ず
つ

「
無
意
識
の
う
ち
に
』
認
め

さ
せ
よ
う
と
す
る
」
マ
リ
ア
・
テ
レ
サ
・
ア
ル
ベ
ス
の
闘
い
な
の
だ
。

《
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
の
頭
部
》
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

フ
ラ
ン
ス
の
現

状
に
お
け
る
最
近
の
出
来
事
に
由
来
し
て
い
る
。

ル
l
ア
ン
市
が
自
然
史
博
物

館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
頭
部
を
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
マ
オ

リ
の
共
同
体
に
返
還
し
よ
う
と
し
た
の
を
、

フ
ラ
ン
ス
文
化
省
が
阻
止
し
た
と

い
う
一
件
で
あ
る
。
［
マ
オ
リ
の
頭
部
を
人
間
の
身
体
の
一
部
と
し
て
で
は
な

く
、
売
買
で
き
る
美
術
品
と
見
な
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
］

フ
ラ
ン
ス
政
府
が
人
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聞
の
遺
骸
の
取
引
を
支
持
す
る
と
い
う
こ
と
に
対
す
る
返
答
と
し
て
、
マ
リ
ア
・

テ
レ
サ
・
ア
ル
ベ
ス
は
、
《
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
の
頭
部
》
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
立
ち
上
げ
た
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
た
め
に
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
市
民
は
、
象
徴

的
な
代
替
と
し
て
自
分
の
頭
を
与
え
る
こ
と
を
決
意
す
る
だ
ろ
う
。

フ
ラ
ン
ス

国
家
の
遺
産
保
護
と
新
植
民
地
主
義
的
な
論
理
か
ら
、
平
等
の
基
本
的
原
則
の

単
純
か
つ
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
適
用
を
提
案
す
る
、

マ
リ
ア
・
テ
レ
サ
・
ア
ル
ベ
ス

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
容
赦
な
い
論
理
が
生
ま
れ
て
き
た
の
だ
。

芸
術
は
、
現
代
文
化
の
基
盤
を
な
す
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
を
明
ら
か
に
す
る
場
で

としてのアーテイス卜

あ
る
。
そ
れ
は
、
倫
理
的
責
任
に
基
づ
き
、
西
洋
世
界
の
時
代
遅
れ
の
破
壊
的

な
実
践
に
終
止
符
を
打
と
う
と
す
る
、
新
し
い
社
会
的
諸
関
係
の
実
験
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
自
然
と
文
化
の
二
一
冗
的
な
分
断
を
超
え
る
よ
う
促
す
。
人
間
と
非
ー

人
間
を
結
び
つ
け
る
共
通
の
歴
史
を
理
解
す
る
た
め
に
。
動
物
の
人
間
性
を
理

解
す
る
た
め
に
。
冬
の
霧
が
立
ち
込
め
る
風
景
の
中
で
、
野
生
の
猫
の
鳴
き
声

と
も
空
手
家
の
ブ
ル
ー
ス
・
リ
ー
の
叫
び
声
と
も
分
か
ら
な
い
声
が
高
く
響
き

渡
る
、
《
パ
ル
ザ
ツ
ク
の
国
で
の
ブ
ル
ー
ス
・
リ

l
》
と
い
う
ヴ
ィ
デ
オ
の
よ

う
に
。
《
百
合
の
谷
》
の
フ
ラ
ン
ス
の
文
化
的
景
観
は
、
ア
ジ
ア
の
勇
ま
し
い

ア
ク
シ
ョ
ン
芸
術
の
映
画
の
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
に
よ
っ
て
匙
っ
た
の
だ
。
こ
れ
ら

の
ば
ら
ば
ら
に
な
り
か
ね
な
い
諸
文
化
に
抗
し
て
、
叫
び
声
の
神
秘
が
、
人
間

と
動
物
が
共
存
し
て
い
た
原
初
の
状
態
を
想
起
さ
せ
る
。
「
人
間
性
」
と
い
う

概
念
の
両
義
性
を
思
い
起
こ
そ
う
。
人
間
は
、
他
の
動
物
と
同
じ
よ
う
に
動
物

な
の
で
あ
る
。

ア
レ
サ
・
マ
ル
ゴ
レ
ス（

寸
巾
門
町
田
山
冨
田
円
問
。
一
｝

2

一
九
六
三
年
メ
キ
シ
コ
生
ま
れ
）

死
は
、

テ
レ
サ
・
マ
ル
ゴ
レ
ス
の
芸
術
の
核
心
を
な
し
て
い
る
。

メ
キ
シ
コ

の
死
体
安
置
所
は
、
彼
女
の
仕
事
場
で
あ
り
、
彼
女
は
そ
こ
で
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

で
あ
る
と
同
時
に
法
医
学
の
専
門
家
で
も
あ
る
。
テ
レ
サ
・
マ
ル
ゴ
レ
ス
の
彫

刻
、
イ
ン
ス
タ
レ

l
シ
ヨ
ン
、
イ
メ
ー
ジ
や
ア
ク
シ
ョ
ン
の
新
ミ
ニ
マ
ル
・
ア
l

ト
的
な
形
態
は
、
二
重
に
緩
和
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
ら
の
表

面
上
の
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な
中
立
性
は
、
観
者
を
、
死
と
そ
れ
に
直
面
し
た
社
会

的
・
経
済
的
な
不
平
等
に
つ
い
て
の
政
治
的
・
形
而
上
学
的
な
考
察
に
引
き
込

む
。
彼
女
の
各
々
の
作
品
は
、
死
体
に
由
来
す
る
素
材
、
あ
る
い
は
死
体
と
接
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触
し
た
こ
と
の
あ
る
素
材
で
制
作
さ
れ
て
い
る
。

テ
レ
サ
・
マ
ル
ゴ
レ
ス
は
、
死
の
タ
ブ
！
と
対
峠
す
る
が
、
と
り
わ
け
死
体

を
隠
す
と
い
う
タ
ブ
！
と
対
峠
し
て
い
る
。

テ
レ
サ
・
マ
ル
ゴ
レ
ス
が
操
る
死

体
は
、
貧
困
と
、
と
り
わ
け
麻
薬
の
密
売
に
結
び
つ
い
た
暴
力
的
な
社
会
的
文

脈
の
た
め
に
変
死
し
た
人
の
死
体
で
あ
る
。
ヴ
ア
ル
タ

l
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
が
社

会
の
廃
嘘
と
呼
ん
だ
人
々
、
「
飢
餓
と
貧
困
に
永
遠
に
打
ち
負
か
さ
れ
、
侮
辱

さ
れ
、
傷
つ
け
ら
れ
た
人
々
」
の
死
体
な
の
だ
。

サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
・
シ
エ
ラ
は
、
メ
キ
シ
コ
シ
テ
ィ
に
到
着
し
た
と
き
、
テ
レ

サ
・
マ
ル
ゴ
レ
ス
の
中
に
自
身
の
分
身
を
見
出
し
た
。
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
・
シ
エ

ラ
は
、
テ
レ
サ
・
マ
ル
ゴ
レ
ス
の
探
求
に
賭
け
ら
れ
て
い
る
も
の
を
完
壁
に
定
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義
し
て
い
る
。
「
マ
ル
ゴ
レ
ス
の
作
品
は
、
犠
牲
者
の
死
体
を
社
会
の
姐
上
に

載
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
殺
人
者
た
ち
を
絶
え
ず
裁
き
の
場
に
引
き
ず
り
出
し

て
い
る
。
そ
れ
は
、
常
に
他
の
皮
膚
の
上
で
、
他
の
社
会
で
、
大
西
洋
の
向
こ

う
側
で
、
あ
る
い
は
世
界
の
テ
レ
ビ
上
で
犯
さ
れ
た
犯
罪
に
対
す
る
一
般
的
な

無
関
心
に
抵
抗
し
、
こ
の
殺
害
さ
れ
た
メ
キ
シ
コ
人
が
私
た
ち
の
う
ち
の
誰
か

で
あ
り
得
る
と
い
う
事
実
を
絶
え
ず
思
い
起
こ
さ
せ
る
の
だ
」
0

こ
こ
で

（
死
の
儀
礼
に
お
い
て
）
人
類
学
、
（
ロ
ー
カ
ル
・
レ
ベ
ル
と
グ
ロ

l

パ
ル
・
レ
ベ
ル
に
お
け
る
不
平
等
に
お
い
て
）
社
会
学
が
適
用
さ
れ
て
い
る
と

し
で
も
、
価
値
は
完
全
に
逆
転
し
て
い
る
。
聖
な
る
も
の
は
、
宗
教
的
な
も
の

の
外
で
発
せ
ら
れ
る
の
だ
。
テ
レ
サ
・
マ
ル
ゴ
レ
ス
と
の
親
和
力
の
高
い
人
物

の
中
で
も
、
ジ
ヨ
ル
ジ
ュ
・
パ
タ
イ
ユ
は
、
こ
の
彼
女
の
並
は
ず
れ
た
探
求
を

駆
り
立
て
る
も
の
を
理
解
す
る
の
に
最
良
の
入
口
の
一
つ
で
あ
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
パ
タ
イ
ユ
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
あ
る
意
味
、
死
体
は
精
神

の
最
も
完
全
な
表
明
で
あ
る
。
死
の
決
定
的
な
不
能
と
不
在
が
露
わ
に
す
る
の

は
、
精
神
の
本
質
自
体
で
あ
る
。
同
様
に
、
殺
害
さ
れ
る
も
の
の
叫
ぴ
声
は
、

生
の
至
高
の
表
明
な
の
だ
」
o

テ
レ
サ
・
マ
ル
ゴ
レ
ス
の
造
形
的
戦
略
は
、

一
九
九

0
年
代
以
降
、
法
医
学

局
へ
の
参
加
を
最
後
に
著
し
い
展
開
を
見
せ
た
。
防
腐
処
置
を
施
さ
れ
た
動
物

の
死
骸
や
人
間
の
死
体
の
痕
跡
が
、
ミ
ニ
マ
リ
ズ
ム
の
美
学
的
コ

l
ド
に
回
帰

し
な
が
ら
も
様
々
な
も
の
を
喚
起
す
る
力
に
富
む
、

よ
り
簡
潔
な
形
態
に
場
を

譲
っ
た
の
だ
。
あ
ら
ゆ
る
状
態
の
水
と
同
様
に
人
間
の
脂
肪
が
、
彼
女
が
好
ん

で
用
い
る
素
材
と
な
っ
た
。
死
体
と
接
触
し
た
水
は
、
蒸
留
さ
れ
、
気
化
さ
れ
、

固
体
化
さ
れ
、

セ
メ
ン
ト
と
混
ぜ
ら
れ
、
生
の
サ
イ
ク
ル
の
中
に
再
び
死
を
導

入
す
る
た
め
に
可
能
な
あ
ら
ゆ
る
形
を
取
る
。
脂
肪
は
、
シ
ャ

l
マ
ン
で
あ
る

ヨ
l
ゼ
フ
・
ボ
イ
ス
と
の
芸
術
的
な
つ
な
が
り
を
た
ど
り
な
が
ら
、
二

O
O
二

年
に
ベ
ル
リ
ン
の
ク
ン
ス
ト
H
ヴ
エ
ル
ケ
現
代
美
術
館
の
壁
に
塗
り
つ
け
ら
れ

た
り
、

二
O
O
一
年
に
バ
ル
セ
ロ
ナ
の
デ
ィ
ー
ラ
ー
の
体
に
な
す
り
つ
け
ら
れ

た
り
し
た
。
ま
た
、
キ
ュ
ー
バ
の
学
校
の
壁
の
穴
を
ふ
さ
ぐ
た
め
に
使
わ
れ
た

（
メ
ツ
ツ
）

で
開
催
さ
れ
た
ロ
レ

l
ヌ
地
方
の

F
R

り
、
二

O
O
五
年
に
メ
ス

A
C
の
天
井
か
ら
床
に
一
滴
ず
つ
滴
り
落
と
さ
れ
た
り
し
た
。

（一

E
C門
店
内
）
が
、

フ
ォ
ル
ム

（
『
。
コ
出
土
と
ア
ン
フ
オ
ル
ム

テ
レ
サ
・
マ

ル
ゴ
レ
ス
の
近
作
に
お
い
て
主
要
な
二
つ
の
美
学
的
規
定
を
決
定
し
て
い
る
。
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二
O
O
O年
の
《
蒸
発
》
は
、
展
覧
会
場
で
拡
散
さ
れ
た
霧
の
中
に
観
者
が
入

る
よ
う
誘
う
。
こ
の
変
容
さ
れ
た
水
に
よ
っ
て
、
最
後
に
洗
浄
さ
れ
た
人
々
の

死
体
の
記
憶
に
触
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
す
る
自
覚
は
直
接
的
で
あ
り
、

不
安
も
掻
き
立
て
る
。
霧
状
の
雲
が
空
気
の
よ
う
に
漂
っ
て
い
る
の
で
、
距
離

を
取
る
こ
と
は
不
可
能
に
な
る
。
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
に
浸
透
し
、
見
学
者
の
皮

膚
と
衣
服
に
沈
殿
す
る
こ
の
霧
状
の
水
は
、
私
た
ち
の
感
性
的
で
あ
り
認
識
的

で
も
あ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
に
訴
え
か
け
る
、
作
品
の
知
的
な
行
為
と
直
に
関
わ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
死
体
と
の
直
接
的
な
接
触
を
作
り
出
す
。
こ
れ
ら
の
匿
名
の

死
者
の
空
間
へ
の
沈
潜
の
い
ざ
な
い
に
は
、
様
々
な
も
の
を
喚
起
す
る
と
同
時

に
、
直
接
的
に
身
体
的
・
感
覚
的
で
も
あ
る
次
元
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
各
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人
が
、
自
ら
の
感
情
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
責
任
に
直
面
す
る
。
葬
送
儀
礼
を

再
創
造
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

テ
レ
サ
・
マ
ル
ゴ
レ
ス
は
聖
な
る
も
の
か
ら
俗

な
る
も
の
へ
と
移
行
す
る
。
死
体
安
置
所
の
中
で
衛
生
上
の
行
為
で
し
か
な
く

な
っ
て
い
た
儀
礼
に
向
か
う
の
だ
。
こ
う
し
て
、
芸
術
の
場
に
広
が
っ
た
空
気

は
、
そ
こ
を
罪
の
償
い
の
場
と
す
る
。

二
O
O
三
年
の
《
空
気
》
は
、
こ
の
原
理
を
再
び
採
用
し
、
そ
れ
を
以
前
ほ

ど
は
っ
き
り
と
は
触
れ
ら
れ
な
い
も
の
の
よ
り
精
神
的
な
も
の
に
す
る
。
な
ぜ

な
ら
、
今
回
は
、

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
近
代
美
術
館
の
一
見
何
も
な
い
展
示
空
間

としてのアーテイスト

に
置
か
れ
た
加
湿
器
に
よ
っ
て
拡
散
さ
れ
た
水
だ
か
ら
だ
。
見
学
者
は
、
入
口

が
透
明
な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
カ
ー
テ
ン
に
よ
っ
て
物
質
化
さ
れ
た
展
示
室
を
通

り
な
が
ら
、
死
者
の
空
気
を
呼
吸
す
る
状
況
に
置
か
れ
る
。
こ
の
浸
透
す
る
側

面
は
、

ホ
ワ
イ
ト
キ
ュ
ー
ブ
の
ア
プ
リ
オ
リ
に
殺
菌
す
る
慣
習
の
お
か
げ
で
、

観
者
の
人
体
に
と
っ
て
潜
在
的
に
攻
撃
的
な
次
元
に
お
い
て
、
完
全
に
中
性
化

さ
れ
る
と
同
時
に
、
強
力
に
暗
示
さ
れ
る
。
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
世
界
の
幻
影
に

よ
っ
て
鈍
感
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
超
モ
ダ
ン
な
個
人
は
、
こ
う
し
て
今
日
、
こ

こ
以
外
の
ど
こ
で
、
宗
教
性
に
従
属
す
る
こ
と
な
し
に
、
死
と
共
存
す
る
状
況

に
置
か
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

高
所
に
設
置
さ
れ
た
二
つ
の
シ
ャ
ボ
ン
玉
製
造
機
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
、

二
O
O
三
年
の
《
空
中
V

の
装
置
が
生
み
出
す
の
は
、
む
し
ろ
ス
ペ
ク
タ
ク
ル

的
で
、
さ
ら
に
言
え
ば
遊
戯
的
で
さ
え
あ
る
側
面
で
あ
る
。
解
剖
の
前
に
死
体

を
洗
浄
す
る
た
め
に
安
置
所
で
使
わ
れ
た
水
か
ら
で
き
た
シ
ャ
ボ
ン
玉
が
、
脆

い
も
の
と
驚
異
的
な
も
の
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
想
起
さ
せ
な
が
ら
、
床
や
見
学
者

の
頭
上
に
規
則
的
な
リ
ズ
ム
で
落
ち
て
い
く
。
シ
ャ
ボ
ン
玉
は
、
そ
の
消
え
や

す
さ
と
完
全
さ
に
よ
っ
て
、
美
術
史
と
哲
学
史
に
お
い
て
必
然
的
に
崇
高
の
表

象
に
結
び
つ
け
ら
れ
る
。
シ
ャ
ボ
ン
玉
は
ま
た
、
生
命
と
運
動
と
存
在
を
条
件

づ
け
る
空
気
を
通
し
て
、
私
た
ち
が
生
き
る
空
間
を
記
述
す
る
た
め
に
、

ベ

タ
i
・
ス
ロ

l
タ
1
ダ
イ
ク
に
よ
っ
て
理
論
化
さ
れ
た
球
体
の
政
治
学
も
反
映

し
て
い
る
。
「
私
の
う
ち
に
あ
る
も
の
は
、
呼
吸
し
、
分
か
ち
合
い
、
私
が
分

子
で
あ
り
対
を
な
す
と
こ
ろ
で
あ
る
も
の
、
要
す
る
に
球
体
で
あ
る
。
私
が
そ

の
半
分
は
こ
の
世
界
の
生
物
で
あ
り
、
半
分
は

『
自
我
』

で
あ
る
と
こ
ろ
の
開

か
れ
た
球
体
で
あ
る
」
0

テ
レ
サ
・
マ
ル
ゴ
レ
ス
の
環
境
イ
ン
ス
タ
レ

l
シ
ヨ

ン
は
各
々
、
環
境
的
空
間
、
観
者
が
参
加
す
る
空
間
、
不
在
の
他
者
と
対
話
す
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る
空
間
を
作
り
出
す
の
だ
。

テ
レ
サ
・
マ
ル
ゴ
レ
ス
の
二

O
O
四
年
の
《
ベ
ン
チ
》
と
二

O
O
五
年
の

《
テ
ー
ブ
ル
と
二
つ
の
ベ
ン
チ
》
は
、
共
同
体
を
再
生
す
る
試
み
か
ら
生
じ
る
、

喪
失
し
た
身
体
と
生
き
た
身
体
と
の
聞
を
結
び
つ
け
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
ベ
ン
チ
は
、
観
者
の
生
き
た
身
体
を
迎
え
入
れ
る
。
「
デ

ザ
イ
ン
な
し
」
、
す
な
わ
ち
形
態
の
問
題
を
排
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
他
の
形

を
再
び
見
出
す
の
だ
。
あ
る
物
体
に
座
る
と
い
う
取
る
に
足
り
な
い
身
振
り
で

あ
り
な
が
ら
、
そ
の
ベ
ン
チ
が
死
体
安
置
所
の
水
と
セ
メ
ン
ト
を
混
ぜ
合
わ
せ

で
で
き
て
い
る
が
ゆ
え
に
、
身
体
の
物
象
化
を
示
す
身
振
り
は
、
何
を
意
味
す

る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
こ
そ
ま
さ
に
身
体
の
再
活
性
化
が
あ
る
。

テ
レ
サ
・
マ
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ル
ゴ
レ
ス
が

一
貫
し
て
こ
れ
ら
の
流
体
（
液
体
）
を
メ
キ
シ
コ
か
ら
様
々
な

展
覧
会
場
ま
で
運
び
込
ん
で
い
る
の
で
、
身
体
的
物
質
が
流
通
す
る
こ
と
に
な

る
。
こ
、
つ
し
て
、

フ
ラ
ン
ス
の
ブ
レ
テ
イ
ニ

l
現
代
美
術
セ
ン
タ
ー
で
、
彼
女

は
二

O
O
五
年
に
《
共
同
墓
地
》
を
制
作
し
て
い
る
。

一
見
し
た
と
こ
ろ
、
展

示
室
に
は
何
も
な
い
。
実
は
、
テ
レ
サ
・
マ
ル
ゴ
レ
ス
は
、
ま
ず
展
示
室
の
床

を
壊
し
、

い
つ
も
の
死
体
安
置
所
の
水
と
混
ぜ
合
わ
せ
た
セ
メ
ン
ト
で
新
し
く

床
を
作
り
直
し
た
の
だ
。
彼
女
は
、
容
赦
な
い
や
り
方
で
、
見
学
者
が
、
記
念
碑
、

つ
ま
り
匿
名
の
共
同
体
の
葬
送
の
モ
ニ
ユ
メ
ン
ト
と
な
っ
た
も
の
の
上
を
歩
か

ざ
る
を
得
な
い
よ
う
仕
向
け
る
。
こ
う
し
て
彼
女
は
、
墓
を
取
り
上
げ
ら
れ
た

人
に
墓
所
を
提
供
す
る
の
で
あ
る
。

テ
レ
サ
・
マ
ル
ゴ
レ
ス
は
、
実
は
メ
キ
シ

コ
の
死
体
安
置
所
で
は
、
死
者
が
、
埋
葬
に
必
要
な
費
用
を
出
す
こ
と
の
で
き

な
い
家
族
に
よ
っ
て
し
ば
し
ば
放
置
さ
れ
る
と
説
明
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
変

死
体
は
、
よ
く
ゴ
ミ
箱
に
捨
て
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

テ
レ
サ
・
マ
ル
ゴ
レ

ス
の
決
心
は
、
死
の
苦
悶
と
無
関
心
に
対
峠
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
確
に
動
機

づ
け
ら
れ
て
い
る
。
彼
女
は
、
ブ
レ
テ
ィ
ニ

l
の
床
に
、
貧
岡
の
う
ち
に
殺
さ

れ
た
こ
れ
ら
の
死
体
の
記
憶
を
流
し
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
キ
ユ
レ
ー
ダ
ー
や

そ
の
後
そ
こ
で
展
示
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
を
含
め
て
、
各
々
が
、
こ
の
存

在
と
不
在
の
意
識
に
お
い
て
自
己
決
定
す
る
よ
う
促
す
。
儀
礼
と
い
う
も
の
が

い
か
な
る
社
会
活
動
を
も
特
徴
づ
け
る
た
め
、
彼
女
は
芸
術
の
場
の
た
め
に
前

例
の
な
い
も
の
を
創
造
し
た
。
個
人
は
も
は
や
そ
こ
に
は
存
在
し
な
い
。
こ
れ

ら
の
身
体
性
の
変
容
は
、
政
治
的
身
体
、
普
遍
的
身
体
を
形
作
る
の
だ
。

テ
レ
サ
・
マ
ル
ゴ
レ
ス
は
、
二

O
O
二
年
に
メ
キ
シ
コ
シ
テ
ィ
の
ラ
・
パ
ナ

デ
リ
ア
で
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
・
ミ
キ
サ
ー
の
中
味
を
吐
き
出
し
、
壁
際
に
追
い

詰
め
ら
れ
た
観
者
の
前
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
流
れ
が
迫
る
中
で
、
観
者
を
こ
の

冷
た
い
攻
撃
に
直
面
さ
せ
、
正
然
と
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
う
し
た
展
示

空
間
へ
の
侵
入
を
す
で
に
演
じ
て
い
た
。
こ
の
メ
タ
フ
ァ

l
的
な
次
元
は
、

ア

レ
サ
・
マ
ル
ゴ
レ
ス
が
明
確
に
引
き
受
け
望
ん
だ
も
の
で
、

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に

よ
っ
て
毎
日
流
布
さ
れ
て
い
る
暴
力
的
な
イ
メ
ー
ジ
の
過
剰
に
何
も
付
け
加
え

た
く
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
女
は
、
こ
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
公
衆
に
、

ア
ン
フ
ォ
ル
ム

ほ
と
ん
ど
生
命
の
力
を
感
じ
さ
せ
る
流
動
す
る
無
形
の
形
に
よ
っ
て
具
現
化
さ

れ
た
、
暴
力
に
よ
る
不
当
な
死
と
い
う
考
え
に
直
面
さ
せ
、
次
い
で
そ
れ
を
踏

み
つ
け
て
そ
の
場
か
ら
出
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
せ
る
の
だ
。
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拡
散
さ
せ
、
蒸
発
さ
せ
、
固
体
化
さ
せ
、

ふ
さ
ぎ
、
再
び
覆
い
、
流
し
込
む

と
い
っ
た
、
こ
れ
ら
の
造
形
的
方
法
を
通
し
て
、
も
ち
ろ
ん
ミ
ニ
マ
ル
・
ア
l

ト
や
さ
ら
に
環
境
芸
術
と
い
っ
た
、
す
ぐ
に
見
分
け
ら
れ
る
先
駆
者
が
連
想
さ

テ
レ
サ
・
マ
ル
ゴ
レ
ス
は
、
形
態
へ
と
回
帰
し
て
い
る
。
彼
女
は
、
ス

ベ
シ
フ
イ
ツ
ク
・
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
（
∞
℃
巾
門
店
内

C
5
2
C
の
死
の
無
意
識
を
露

れ
る
。

わ
に
し
て
い
る
の
だ
。
富
め
る
者
と
貧
し
い
者
は
同
じ
よ
う
に
は
死
な
な
い
と

い
う
事
実
を
彼
女
が
本
質
的
に
理
解
し
て
い
る
が
ゆ
え
に
、
地
球
上
の
富
裕
層

と
貧
困
層
を
二
分
す
る
断
絶
の
こ
う
し
た
造
形
的
表
明
は
ラ
デ
ィ
カ
ル
に
な

る
。
物
象
化
と
商
品
化
の
プ
ロ
セ
ス
に
従
属
し
た
、
人
間
の
生
命
の
取
る
に
足

ら
な
い
価
値
を
毎
日
思
い
起
こ
さ
せ
る
、
攻
撃
的
な
社
会
的
諸
関
係
の
歴
史
的
・
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経
済
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
、
テ
レ
サ
・
マ
ル
ゴ
レ
ス
は
、
美
的
逸
楽
と

精
神
的
安
寧
の
潜
在
的
な
要
求
に
従
っ
た
形
態
を
制
作
す
る
の
を
自
分
に
許
す

こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
ろ
う
。
彼
女
は
、
む
し
ろ
世
俗
的
な
儀
礼
を
通
し
て
、

本
質
的
な
経
験
に
い
ざ
な
う
。
な
ぜ
な
ら
、
葬
送
儀
礼
は
、
私
た
ち
の
人
間
性

に
刻
印
す
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

としてのアーテイス卜

［
訳
者
註
］

（1
）
エ
コ
ロ
ジ
ー

z
g
Z問
主
と
フ
ィ
ロ
ゾ
フ
ィ

l
g
z
z
g
u庄
司
）
を
組
み
合
わ

せ
た
造
語
。
フ
エ
リ
ッ
ク
ス
・
ガ
タ
リ
著
、
杉
村
日
日
昭
訳
「
三
つ
の
エ
コ
ロ
ジ
ー
』

大
村
書
店
、
一
九
九
一
年
、
平
凡
社
、
二

O
O
八
年
（
原
著
は
一
九
八
九
年
）
を
参
照
。

（2
）
ジ
ル
・
ド
ウ
ル
l
ズ
と
フ
エ
リ
ッ
ク
ス
・
ガ
タ
リ
の
用
語
。
「
器
官
な
き
身
体
は
、

（
略
）
欲
望
に
国
有
の
存
立
平
面
で
あ
る
」
（
ジ
ル
・
ド
ウ
ル
l
ズ
、
フ
エ
リ
ッ
ク
ス
・

ガ
タ
リ
著
、
宇
野
邦
一
ほ
か
訳
『
干
の
プ
ラ
ト
l

資
本
主
義
と
分
裂
症
』
河

出
書
房
新
社
、
一
九
九
四
年
、
一
七
八
頁
）
0

（3
）
マ
ル
テ
イ
ニ

l
ク
生
ま
れ
の
ク
レ
オ
l
ル
作
家
・
思
想
家
（
一
九
二
八

1

二
O
一
二
。

（4
）
一
切
の
枠
組
み
を
越
え
て
、
あ
る
が
ま
ま
の
多
様
性
の
内
に
存
在
し
て
い
る
本

質
的
に
流
動
的
か
つ
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
世
界
の
総
体
を
指
す
。

（5
）
一
一

O
一
一
年
に
マ
オ
リ
の
頭
部
は
返
還
さ
れ
て
い
る
。

（6
）
バ
ル
ザ
ツ
ク
の
原
題
は
『
谷
間
の
百
合
（
h
？
と
白
色
Q
5
N
Q
E
N
N
e）』
0

（7
）
一
九
六
六
年
マ
ド
リ
ッ
ド
生
ま
れ
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
。

（8
）
司
C
ロ
巳
こ
は
四
一
cロ回－

q
〉
ユ
（
リ
B
8
5℃
O
吋
山
吉
（
現
代
美
術
地
方
基
金
）
の
略
称
。

（9
）
ジ
ヨ
ル
ジ
ユ
・
パ
タ
イ
ユ
の
用
語
。
「
無
形
」
す
な
わ
ち
「
（
き
ち
ん
と
し
た
、

ま
と
ま
っ
た
）
形
が
な
い
こ
と
、
形
に
乏
し
い
こ
と
、
形
に
欠
け
る
こ
と
、
形
以

下
で
あ
る
こ
と
」
の
意
で
、
階
級
を
落
と
し
、
分
類
を
乱
す
こ
と
を
吋
能
に
す
る
（
イ

ヴ
H

ア
ラ
ン
・
ボ
ワ
、
ロ
ザ
リ
ン
ド
・

E
・
ク
ラ
ウ
ス
著
、
加
治
屋
健
司
ほ
か
訳
「
ア

ン
フ
オ
ル
ム
｜
｜
無
形
な
も
の
の
事
典
』
月
曜
社
、
二

O
二
年
を
参
照
）
0

（
叩
）
メ
キ
シ
コ
シ
テ
ィ
の
非
営
利
ス
ペ
ー
ス
。

（
日
）
ア
メ
リ
カ
の
美
術
家
ド
ナ
ル
ド
・
ジ
ヤ
ツ
ド
が
一
九
六
五
年
に
発
表
し
た
問
題

の
論
文
の
中
で
提
起
し
た
、
絵
画
で
も
彫
刻
で
も
な
い
三
次
元
的
オ
ブ
ジ
ェ
。
絵

画
の
イ
リ
ュ

l
ジ
ョ
ン
（
擬
似
的
な
三
次
元
的
効
果
）
を
排
し
、
現
実
の
空
間
と

の
関
わ
り
を
重
視
す
る
。

［
附
記
］
本
稿
は
、
広
島
芸
術
学
会
第
一

O
O
回
例
会
を
記
念
し
て
、
二

O
二
一
年
一
一
月

三
日
に
N
S
A
g
c
σ
c
E自由門
E
出古田門巾
O
同
国
立
）
で
行
わ
れ
た
パ
ス
カ
ル
・
ボ
l
ス

3
2
E－∞
g
z
g巾
氏
の
講
演
余
円
L

．
R
g
g
g
B
E巾
R
g
c
u
r
》
の
原
稿
の
全
訳
で
あ

る
。
講
演
会
開
催
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
伊
藤
由
紀
子
氏
（
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ヴ
・
ユ
ニ

オ
ン
・
ヒ
ロ
シ
マ
）
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
パ
ス
カ
ル
・
ボ

l
ス
／
美
術
評
論
家
、
国
立
造
形
芸
術
セ
ン
タ
ー
写
真
部
門
キ
ュ
レ

l
タ
l
）

（
訳
こ
う
も
と
・
ま
り
／
広
島
大
学
大
学
院
総
合
科
学
研
究
科
准
教
授
）
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